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研究成果の概要（和文）：本研究は、中世イギリス神秘主義作品と、それ以外の宗教散文作品のテクストに、語用論研
究で提唱されたポライトネス・ストラテジーや談話ストラテジーの分析方法を応用することで、それらの作品の関係を
マッピングしようとするものである。研究の結果、各作者が用いたストラテジーに共通点が見られるとともに、相違点
も見られることが明らかになった。
研究の過程で、神秘主義作品と他のジャンルとの関わりは、これら二つのストラテジーの分析だけではなく、より様々
な側面からの分析を適用して考えるべきものであると考えるようになったので、筆者の読者に対する説得的ストラテジ
ーの分析も研究対象に加えて研究を進めている。

研究成果の概要（英文）：This study started with the purpose that it would map the relationships between 
medieval English mystical works, such as Julian of Norwich’s Revelations of Divine Love and Margery 
Kempe’s The Books of Margery Kempe, and related prose works in other genres, from two viewpoints of 
pragmatic studies: ‘politeness strategies’ and ‘discourse strategies’. It was found that there are 
many similarities as well as differences in the strategies the authors adopted in the above-mentioned two 
mystical texts.
In the course of this study, it was found that relationships between medieval English mystical works and 
works in other genres cannot be easily explained only by these two types of pragmatic analyses and that 
we need to think of the relationships in other aspects as well. Therefore, an ongoing part of this 
research project is to analyze authors’ persuasive strategies toward the reader.

研究分野： 中世英語宗教散文の語用論的分析

キーワード： 神秘主義　中世英文学　史的語用論　ジャンル　文体論　ポライトネス理論　談話ストラテジー

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究が扱う中世イギリス神秘主義文学と
は、神秘主義思想の影響を受けた文学作品の
ことをいうが（cf. 高宮・松田編 2008『中世
イギリス文学入門』雄松堂）、一口に、神秘
主義作品といっても、同じジャンルに属する
とは思えないほど異なる種類のテクストが、
神秘主義文学と呼ばれている。中世イギリス
神秘主義文学は、女性の作家を登場させたこ
とでも、重要な研究対象と見做されているジ
ャンルであるが、中でも特によく知られてい
る二人の女性による作品  (1) Julian of 
Norwich の Revelations of Divine Love（以
後  Revelations と省略）と  (2) Margery 
Kempe の  The Book of Margery Kempe 
（以後 BMK と省略）は、実はかなり違った
性質のものである。どちらも、キリストの受
難のヴィジョンを扱っていることなどいく
つかの共通点があるが、BMK はかなり自伝
的であり、聖地イェルサレムや霊験あらたか
な寺院への巡礼を描いた部分が多く含まれ
るため、旅行記的な要素が強い。それに比べ
ると、Revelations は、自伝的な要素が少し
あるものの、純粋に神学的な作品である。こ
れらの作品を、その内容から、経験的にいく
つかのジャンルに関連づける意見が出され
たことはこれまでもあったが、より客観的な
基準で、各々の神秘主義作品を、他の関連す
るジャンルに位置づける研究が必要である
と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、語用論で提唱されているポライト
ネス理論や談話ストラテジーの分析方法を
用いることで、中世イギリス神秘主義文学作
品とそれらに影響を与えたと思われる他の
ジャンルの作品を客観的に分析して比較し、
中世イギリス神秘主義作品と他のジャンル
の作品との関係をマッピングすることを目
的とする研究である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、中世イギリス神秘主義作品と、関
連するジャンルとの類似性や相違を、語用論
で提唱されているポライトネス理論や談話
ストラテジーの分析を用いて行うものであ
る。 
 
(1) ポライトネス理論は Brown & Levinson 
(19781, 1987) Politeness: Some Universals 
in Language Usage によって提唱された理
論で、会話分析に多く用いられてきた手法で
ある。Yoshikawa (2009) で、Revelations が
一人称で語られることから、著者である
Julian を話者、読者を聞き手と捉えてポラ
イトネス理論を適用してそのテクストを分
析したところ、著者が自らの啓示の解釈の神
学的正統性を主張していることを語用論的
に明らかにすることができた。このポライト
ネス理論を用いた宗教散文の分析は、著者で

ある Julian の神学上の立場を明らかにす
る研究としても役立つと考え、より社会的立
場が上の男性作者による宗教散文も同様に
分析し、作品によってポライトネス・ストラ
テジーの選択に違いが見られるかどうか比
較した。 
 
(2) 本研究が採用したもう一つの分析方法は、
談話ストラテジーの分析である。近代以前の
英文学研究にこの方法を適用した先行研究
に Virtanen (1995) ‘“Then I Saw to Antique 
Heddes”: Discourse Strategies in Early 
Modern English Travelogues’ がある。 
これは、初期近代英語で書かれた旅行記の談
話ストラテジーを分析した研究で、文頭に繰
り返し現れる副詞句の種類や、文の参与者を
分析することにより、そのテクストが物語的
性質を多く持つものであるのか、もしそうで
あれば、その旅の物語は、時間や出来事の順
序を示すことにより、旅人の通った道筋を読
者にたどらせることで、時系列に沿って語ら
れているのかといった点について分析調査
し、現代の旅行記と近代英語期の旅行記の類
似点と相違点を明らかにしようとしたもの
である。続く、Yoshikawa (2008) はこの 
Virtanen (1995) の分析方法に倣って、前述
の Revelations と BMK を比較した。どち
らのテクストも時を表す副詞句を文頭に用
いて、時系列的に文を結びつけることが多い
が、BMK には場所を表す副詞句を文頭に用
いて文を結びつけている部分が一部見つか
った。このことは、BMK に旅行記的な内容
が含まれるためではないかと思われたが、
Yoshikawa (2008) は、中英語で書かれた旅
行記を分析していなかったため、どの程度、
同時代の旅行記に近いのかを明らかにする
ことことができなかった。そのため、本研究
では、この分析方法を旅行記にも適用し、
BMK の分析結果と比較した。 
 
(3) また、本研究を遂行する過程で、中世宗
教散文の文体には読者に対する説得的スト
ラテジーが多く用いられることに気付き、
Halmari (2005) が現代の政治的なスピーチ
に多く見られることを指摘している十種類
の説得的ストラテジーについて、それらが用
いられているどうかをいくつかの作品で試
験的に調査した。 
 
(4) また、本研究の遂行中に、神秘主義作品
を語彙的特徴に基づいて分類できるかどう
か見極める必要性に気付いたため、電子可読
テクストとコンコーダンスソフトを用いて、
キーワードを探す調査を試験的に行った。 
 
４．研究成果 
(1) Yoshikawa (2012) ‘Politeness Strategies 
in Late Middle English Women’s Mystical 
Writing’ で は 、 Julian of Norwich の 
Revelations と、Margery Kempe の BMK 



の二つのテクストを、直接話法中に用いられ
る呼びかけ表現と、異なる二人称代名詞の選
択に着目して、Brown & Levinson (1987) の
ポライトネス理論の視点から分析した。二人
の著者が用いるポライトネス・ストラテジー
を考察することで、各テクストの著者が読者
に伝えようと意図していることは異なるこ
とを明らかにした。Julian は教会の教えと
彼女の啓示の解釈が矛盾しないことを主張
することで、著作が異端と見なされる危険性
を引き下げようとしており、Margery は、観
想したヴィジョンや涙が神から与えられた
正統なものであることを主張していること
を示した。また、Margery が実に巧みに二
人称代名詞を選択していることも例証した。
さらに、どちらのテクストにおいても、レベ
ルの違うポライトネス・ストラテジーが層状
に効果を発揮していることを示した。 
 
(2) Yoshikawa (2013) ‘Discourse Strategies 
in Margery Kempe’s Descriptions of Her 
Pilgrimages’ では、BMK が神秘主義作品で
あると同時に、自伝的作品でもあり、さらに、
巡礼の旅の経験をも描写していることから、
中英語の旅行記と談話ストラテジーの観点
において比較した。 BMK と、旅行記
Mandeville’s Traveles と、聖地巡礼のガイ
ドである The Stacions of Rome において、
文（節）の最初に用いられた時や場所を表す
副詞句によるテクストの結束性と、テクスト
中で著者への言及がなされるか否かについ
て比較考察し、それら三つのテクスト間の類
似点と相違点を明らかにした。Mandeville’s 
Travelesとは異なり、Stacions of Rome は、
場所を表す副詞句でテクストの一貫性が保
たれており、参与者にも言及する。一方、BMK 
は大部分において、時を表す副詞句でテクス
トの一貫性を保ち、参与者に言及する物語形
式をとっているが、聖地イェルサレムの重要
な場所への参詣を描写する部分では、例外的
に場所を表す副詞句でテクストに結束性を
持たせる場合があることを指摘した。 
 
(3) Yoshikawa (2013) ‘Logical Discourse 
Markers in Julian of Norwich’ では、Julian 
が繰り返し用いる論理的談話マーカーの 
‘that is to sey(n)’ の出現箇所の前後文脈を
詳しく調べた。オンラインコーパスを用いて
この表現を収集したところ、同時代の説教、
教訓物語、教化テクストでも同表現がしばし
ば用いられることがわかった。読者に啓示の
意義をわかりやすく伝えようとする Julian 
の意図が、神の教えを信徒にわかりやすく説
こうとする説教の意図と共通し、これらのジ
ャンルにおけるこの表現の多用につながっ
ていることを明らかにした。 
 
(4) Yoshikawa (2013) ‘How is a Text 
Classified in Mystical Writing? Typical 
Vocabulary and Expressions in Middle 

English Mystical Writing’ は、神秘主義作
品を語彙的特徴に基づいて分類することが
可能かどうか検討するために試験的に行っ
た調査研究である。ヘルシンキ・コーパスで
神秘主義作品に分類されているテクストの
キーワードや、いくつかの神秘主義作品と、
他のジャンルの宗教散文の電子可読テクス
トのキーワードを、コンコーダンスソフト
AntConc（® 2013  Laurence Anthony）を
用いて調査した。その結果、神秘主義作品を
キーワードで語彙的に選び出すことはかな
り難しいとの結論を得た。例えば、神秘主義
作 品 に 頻 出 す る 傾 向 の あ る 語
contemplacioun, meditacioun, gostli は、神
秘主義作品ではない Nicholas Love の The 
Mirror of the Blessed Life of Jesus Christ 
にも頻出する。逆に、 contemplacioun, 
meditacioun は 神 秘 主 義 作 品 で あ る 
Revelations ではそれほど用いられない。一
方、Revelations と BMK に共通して、Lord 
の語が高頻度で用いられることなども明ら
かとなり、語彙的特徴で神秘主義作品を単純
に見分けることは難しいが、神秘主義作品を
いくつかの語彙的特徴で下位分類できる可
能性が垣間みられた。また、いくつかの語で
試験的に調査したコロケーションに関して
は、ghostly sight, ghostly eye などの表現が
神秘主義作品に目立つという事実が明らか
になった。 
 
(5) Yoshikawa (2014) ‘The Mapping of 
Rhetorical Strategies Related to 
Persuasion in Middle English Religious 
Prose’ では、Revelations と BMK を含む
中英語期の四つの宗教散文において、
Halmari (2005) が現代の政治的なスピーチ
に多く見られることを指摘した十種類の説
得的ストラテジーが、それら四作品で用いら
れているかどうかを調査した。その結果、
Revelations と Ancrene Wisse には、用い
られる説得的ストラテジーに関して多くの
共通性が見られるが、著者が正しいと考える
答えに読者を導くような修辞疑問の使用に
関しては、Ancrene Wisse の著者がそれを多
用するにも関わらず、Julian はほとんど用
いないことが明らかになった。この説得的ス
トラテジーについては、今後さらに調査対象
作品を増やして総合的に研究する予定であ
る。 
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